




●配管の外観、形状、材質は、JlS  K6741に準じた硬質塩化ビニル管を使用してください。
　肉厚 ： 汚水管（導入管）………　2mm以上(ブロー成形品継手類1.6mm以上）
　　　   排気管（臭突管）………1.5mm以上(ブロー成形品継手類1.2mm以上）
●汚水管(導入管）
　汚水管(導入横引き管)
　　長さ ： 1.5m以内（標準は1m） 勾配 ： 25° 以上（標準は30～40°）
　汚水管(導入横引き管･導入立て管)
　　管径 ： 呼び径100以上
　汚水管(導入管)に使用する継手は、 汚物の流下に支障のない形状、 構造を有するものを使用してください。
　　段差で汚物が引っかかるような継手は、 使用しないでください。
　　横引き管途中には、 絶対にエルボは使用しないでください。
　配管の接合部は確実に接着し、 充分な耐久性、水密性、気密性を確保してください。
●排気管（臭突管）
　次の場合は、必ず臭突を設置してください。
　　①汚水管(導入立て管･導入短管)の長さが1.5m以上の場合(2階配管等)
　　②小便器を設置する場合
　排気管の先端には、排気トップ（排気扇、ベンチレーター）等を設けてください。
　　排気扇は、 風量70m3/h以下のもの(当社簡水臭突セット）を使用してください。
　　　それ以上のものを使用すると、 フラッパーが開き放しになります。
　　排気トップは、 防臭機能に支障をきたさない性質のものを使用してください。
　　排気トップの下端は、 建物の出入口、 窓、 換気口等の上端から600mm以上の高さに取り付けてください。
　配管の接合部は確実に接着し、 充分な耐久性と気密性を確保してください。
●配管工事完了後、 約10ℓの水を流して配管接合部からの漏水がないかを確認してください。
●既存の無臭便槽に取り付ける場合は、 別途改装用部品セットをお使いになると便利です。
●水道配管
　最低必要水圧 ： 0.15MPa以上 （13Ｌ /分以上流動時） 
　　0.04～0.15MPa （13Ｌ /分以下流動時）は、 便器の洗浄が悪くなります。 特に家庭用ポンプを使用して
　　ポンプから便器まで距離が遠かったり、 他の蛇口を開いたりした場合に流量が少なくなります。
　　そのときは、洗浄ガンを使用するようお客様にご説明をお願いします。
　最高水圧 ： 0.7MPa （静水圧） 
　　水圧が0.7MPa以上では器具の破損や故障の原因となります。
　流量の計り方 
　　止水栓にフレキシブル管をつなぎ、 10Ｌバケツで受けるようにします。
　　止水栓を全開にして30秒で水を出して止め、 その水量を計り、その2倍が流量（Ｌ/分）になります。
　　水道配管内の砂やゴミは完全に取り除いてから電磁バルブに接続してください。
　　　電磁バルブに砂やゴミが詰まると水が出放しになり故障の原因となります。
　　水道配管は、しっかり固定してください。 ウォーター八ンマーの原因となります。

配管上の注意事項
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